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(57)【要約】
【課題】設定済みの撮影条件を画面上で容易に把握する
ことができ、その設定変更を容易に実行し得るカメラを
提供する。
【解決手段】表示部１８の画面上の水平・垂直方向に操
作する操作部４３と、撮影条件に関する各設定項目とそ
の個々の条件を各設定項目毎にオブジェクト単位で表わ
し複数のオブジェクトを表示部に水平方向と垂直方向に
分けて配列表示させる設定項目表示制御部１０とを備え
、設定項目表示制御部は、水平方向に配列される第１の
オブジェクトは操作部の水平操作により第１オブジェク
トの中から選択させ、選択されたオブジェクトに係る設
定項目では操作部の垂直操作によって個々の条件を切換
えて表示し、垂直方向に配列される第２のオブジェクト
は操作部の垂直操作によって第２のオブジェクトの中か
ら選択させ、選択されたオブジェクトに係る設定項目で
は操作部の水平操作によって個々の条件を切換えて表示
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部の画面上で複数の撮影条件を設定するカメラにおいて、
　上記表示部の画面上において少なくとも水平方向及び垂直方向を操作方向とする操作部
と、
　上記撮影条件に関する各設定項目とこの設定項目の個々の条件を各設定項目毎にオブジ
ェクト単位で表わし、当該複数のオブジェクトを上記表示部に水平方向と垂直方向に分け
て配列表示させる設定項目表示制御部と、
　を具備し、
　上記設定項目表示制御部は、上記水平方向に配列される第１のオブジェクトについては
、上記操作部の水平方向操作によって当該第１のオブジェクトの中でいずれかのオブジェ
クトを選択させ、選択されたオブジェクトに係る設定項目では上記操作部の垂直方向操作
によって個々の条件を切換えて表示し、
　上記垂直方向に配列される第２のオブジェクトについては、上記操作部の垂直方向操作
によって当該第２のオブジェクトの中でいずれかのオブジェクトを選択させ、選択された
オブジェクトに係る設定項目では上記操作部の水平方向操作によって個々の条件を切換え
て表示することを特徴とするカメラ。
【請求項２】
　上記設定項目表示制御部は、上記設定項目の中で個々の条件が数値条件であるオブジェ
クトについては、当該数値条件を水平な数値軸で表わすように前記第２のオブジェクトに
割り当てることを特徴とする請求項１に記載のカメラ。
【請求項３】
　上記個々の条件が数値条件であるオブジェクトとなる設定項目には、シャッター速度値
または絞り値または露出補正値のうちの少なくとも一つが含まれることを特徴とする請求
項２に記載のカメラ。
【請求項４】
　撮影モードの一つとして設けられる被写体状況の指定に応じて撮影条件を一括設定する
シーン選択モードにおいて選択されるシーンの種類を示すモードオブジェクトを、表示部
に表示させるモード表示制御部を、具備し、
　上記設定項目表示制御部は、上記モードオブジェクトを上記表示部の画面上の略中央部
分に配置し、このモードオブジェクトを中心として上記表示部の画面上において上記第１
のオブジェクトと上記第２のオブジェクトとを配列表示する表示制御をおこなうことを特
徴とする請求項１～請求項３のいずれか１項に記載のカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、カメラ、詳しくは被写体状況の指定に応じて撮影条件を一括設定するシー
ン選択モードを撮影モードの一部として有するカメラに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、被写体像を光電変換する撮像素子を備え、これにより取得された画像信号を
デジタルデータとして所定の記録媒体に記録し得るように構成されるデジタルカメラ（以
下、単にカメラという）が広く普及している。
【０００３】
　このようなカメラにおいては、その本体背面側に、比較的大サイズの画像表示部が配設
されているのが一般である。この画像表示部は、撮影動作をおこなう際に被写体像を含む
画像を表示させてファインダーとして用いたり、撮影済みの画像を再生表示させて画像再
生表示装置として使用されるほかに、例えば撮影動作や再生動作の実行中に撮影動作や再
生動作に関わる各種の設定項目の設定値等の撮影条件を表示させることで、設定済みの各
設定値の確認や変更設定等をおこなう際にも利用されるのが通常である。
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【０００４】
　この場合において、撮影画像（モニタ画像）の表示画面上に設定変更画面を重畳表示さ
せるようにしたものについては、例えば特開２００１－２１１３５４号公報等によって、
従来より種々の提案がなされ、また一般に実用化されている。
【０００５】
　一方、カメラを用いて撮影動作をおこなうのに際しては、その場の撮影環境や状況に最
適となるように各種の撮影条件の設定をおこなう必要があるが、このような設定を確実に
おこなうことは専門的知識を要することから、使用者にとっては困難な操作の一つとなっ
ている。
【０００６】
　そこで、従来のカメラにおいては、撮影動作時の態様（撮影モードという）の一つに、
典型的な撮影環境や代表的な被写体状況を指定すると、これに応じて最適となる撮影条件
（各種設定値）を一括して自動的に設定をおこなうシーン選択モードとよばれる撮影モー
ドを有するものがある。このシーン選択モードは、撮影条件が全て自動的に設定されるい
わゆる自動（オート）撮影モードと、撮影条件の全てを撮影者自身が任意に設定する手動
（マニュアル）撮影モードとの中間的な撮影モードであるといえる。
【０００７】
　従来のカメラにおけるシーン選択モードは、各種の撮影環境や被写体状況を考慮した複
数の種類の撮影シーンを想定し、各撮影シーンのそれぞれに応じて最適な撮影を行ない得
るための複数項目からなる撮影条件を予め規定しておき、各々の撮影シーンに対しては、
それぞれの撮影環境や被写体状況を容易に表わす名称を附している。
【０００８】
　そして、撮影動作をおこなうその場の環境や状況に応じて、予め用意されている複数の
撮影シーンのうちから一つを選択すると、その撮影環境や被写体状況に最適な各種の設定
値がカメラ内部において自動的に設定されるようになっている。
【０００９】
　ここで、シーン選択モードにおいて選択し得る撮影シーンとしては、例えばポートレイ
ト，風景，夜景，自分撮り，記念写真等等がある。
【００１０】
　このようにシーン選択モードで予め用意される各撮影シーンにおける撮影条件は、それ
ぞれの撮影シーンにおいて一般的に適したものとなるような撮影条件が採用される。しか
しながら、その条件によっても個々の具体的な撮影において常に最適な条件であるとは限
らない。
【００１１】
　そこで、シーン選択モードを有するカメラであっても、各種の撮影条件の設定値を任意
に変更し得るようにできれば至便である。その一例として、例えば特開２００４－１８４
４３２号公報等による提案が、従来よりなされている。
【００１２】
　上記特開２００４－１８４４３２号公報によって開示されているカメラにおいては、シ
ーン選択モードにおける焦点調節動作に関するフォーカス設定等についての切り換えをお
こない得るようにしている。これによって、特に焦点調節操作については操作性の向上を
図ることができるというものである。
【００１３】
　また、上記公報に開示されているカメラでは、シーン選択モードにおける各種の設定の
うちフォーカス設定以外の撮影条件の一部の設定についても変更をおこない得るようにな
っている。この場合において、各撮影条件の設定状態は表示部の画面上に表示されるよう
になっている。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
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【特許文献１】特開２００１－２１１３５４号公報
【特許文献２】特開２００４－１８４４３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　ところが、上記特開２００４－１８４４３２号公報によって開示されているカメラにお
いては、各撮影条件の設定状態を表示したり変更する操作に手間がかかってしまい、使用
者に操作上の負担をかけてしまったり、円滑な撮影動作をおこない得ないという問題点が
ある。
【００１６】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、被写
体状況の指定に応じて撮影条件を一括設定するシーン選択モードを撮影モードの一部とし
て有するカメラにおいて、設定済みの撮影条件の各項目を画面上において容易に把握する
ことができると共に、その設定変更を容易に実行し得るような良好な操作性を備えたカメ
ラを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記目的を達成するために、本発明によるカメラは、表示部の画面上で複数の撮影条件
を設定するカメラにおいて、上記表示部の画面上において少なくとも水平方向及び垂直方
向を操作方向とする操作部と、上記撮影条件に関する各設定項目とこの設定項目の個々の
条件を各設定項目毎にオブジェクト単位で表わし、当該複数のオブジェクトを上記表示部
に水平方向と垂直方向に分けて配列表示させる設定項目表示制御部と、を具備し、上記設
定項目表示制御部は、上記水平方向に配列される第１のオブジェクトについては、上記操
作部の水平方向操作によって当該第１のオブジェクトの中でいずれかのオブジェクトを選
択させ、選択されたオブジェクトに係る設定項目では上記操作部の垂直方向操作によって
個々の条件を切換えて表示し、上記垂直方向に配列される第２のオブジェクトについては
、上記操作部の垂直方向操作によって当該第２のオブジェクトの中でいずれかのオブジェ
クトを選択させ、選択されたオブジェクトに係る設定項目では上記操作部の水平方向操作
によって個々の条件を切換えて表示することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、被写体状況の指定に応じて撮影条件を一括設定するシーン選択モード
を撮影モードの一部として有するカメラにおいて、設定済みの撮影条件の各項目を画面上
において容易に把握することができると共に、その設定変更を容易に実行し得るような良
好な操作性を備えたカメラを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態のカメラの内部構成の概略を示すブロック構成図
【図２】図１のカメラの背面側の外観を示す背面図
【図３】図１のカメラにおいて、撮影モードのうちシーン選択モードが選択された際の作
用の流れを示すフローチャート
【図４】図１のカメラにおいて、撮影モードのうちシーン選択モードが選択された際の表
示部の表示画面の例を示す図
【図５】図１のカメラにおいて、図４の状態からさらにシーン選択モードのうち所望の撮
影シーンが選択された際の表示部の表示画面の例を示す図
【図６】図１のカメラにおいて、図５の状態で設定操作がなされる際の設定項目パネルの
表示形態の変化を示す図表
【図７】図１のカメラにおいて、図５に示す設定項目パネルＡで示される項目（本例では
閃光発光装置の制御に関する設定項目）の設定変更がなされた際の状態変化を示す図
【図８】図１のカメラにおいて、図５に示す設定項目パネルＢで示される項目（本例では
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露出補正量に関する設定項目）の設定変更がなされた際の表示変化を示す図
【図９】図１のカメラのシーン選択モードにおいて一部の設定条件の変更をおこなった場
合の設定前後のオブジェクトの表示形態の一例を示す図表
【図１０】図１のカメラにおいて、シー-M選択モードにおける初期設定状態の設定項目パ
ネルＣの表示例を示す図
【図１１】図１のカメラにおいて、マイ撮影シーン登録後の設定項目パネルＣの表示例を
示す図
【図１２】図１のカメラにおいて、撮影済み画像データからこれに付随する情報データを
読み出し、これをカメラに登録するマイ撮影シーン登録の処理シーケンスを示すフローチ
ャート
【図１３】図１２のマイ撮影シーン登録処理において、情報データを参照するのに際して
撮影済みの複数のインデックス画像を表示画面に表示した状態を示す図
【図１４】図１３の状態において所望の画像を選択した後、その選択画像についての画像
データ及び情報データに基づいて画像と設定条件等を表示画面に表示した状態を示す図
【図１５】図１４の表示される各種設定条件等をマイ撮影シーンとして登録するマイ撮影
シーン登録処理の実行中の表示画面を示す図
【図１６】図１のカメラの撮影動作の際に、撮影条件の変更をおこなって、その撮影条件
の設定項目に関する情報データをカメラに登録するマイ撮影シーン登録の処理シーケンス
の別の例を示すフローチャート
【図１７】図１６のマイ撮影シーン登録処理時における表示部の表示画面の表示例を示す
図
【図１８】図１のカメラにおいて、「ＨＥＬＰ」パネルを有するシーン設定項目画面の表
示例を示す図
【図１９】図１８のシーン設定項目画面から「ＨＥＬＰ」パネルを選択指示した際の表示
画面の表示例を示す図
【図２０】図１９の表示画面において、縦スクロール操作をした場合の表示画面の表示例
を示す図
【図２１】図２０の表示画面において、さらに縦スクロール操作をした場合の表示画面の
表示例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図示の実施の形態によって本発明を説明する。 
［実施例１］
　図１及び図２は、本発明の一実施形態のカメラの構成を示す図である。このうち、図１
は、カメラの内部構成の概略を示すブロック構成図である。また、図２は、カメラの背面
側の外観を示す背面図である。
【００２１】
　本実施形態のカメラ１は、図１に示すように本カメラ１の動作を全体的に制御する制御
部であるＣＰＵ１０と、光学レンズ等によって構成される撮影レンズ１１と、この撮影レ
ンズ１１によって形成される光学的な被写体像を受けて電子的な画像データを生成する処
理（光電変換処理）をおこなうＣＣＤ等の撮像素子１２と、この撮像素子１２によって生
成される画像信号を受けて所定の信号処理を行ないデジタル画像信号を出力する撮像部１
３と、この撮像部１３から出力されるデジタル画像信号を受けて各種の画像信号処理（Ｗ
Ｂ調整処理やγ補正処理や圧縮伸張処理や画像合成処理等等）をおこなう画像処理部１４
と、この画像処理部１４からの出力を受けて表示用の画像信号を作成する処理をおこなう
表示処理部１５と、上記画像処理部１４からの出力を受けて記録用の画像データを作成す
る圧縮処理や画像保存メモリー２０（後述）から読み込んだ画像データを伸張処理する圧
縮伸長部１６と、上記画像処理部１４からの出力を一時的に記憶する画像バッファーメモ
リー１７と、撮影動作時の被写体画像や撮影条件等の各種の設定画面（メニュー画面等）
を表示する液晶表示装置（ＬＣＤ）等からなる画像表示部（以下、単に表示部という）１
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８と、上記圧縮伸長部１６により作成された記録用画像データを受けてこれを記憶する画
像保存メモリー２０と、この画像保存メモリー２０と本カメラ１の各種電気回路との間に
介在し両者を電気的に接続するメモリインターフェース（Ｉ／Ｆ）１９と、各種のプログ
ラムや「シーン選択モード」の撮影シーンを表わす画像データや説明データや設定項目パ
ネル（後述する）を表わす画像データ等の各種データが記憶される記憶部であるロム（Ｒ
ＯＭ）２１と、本カメラ１に設けられる各種の操作部材に連動する操作部２２等によって
主に構成されている。
【００２２】
　また、表示部１８への各オブジェクトの表示制御（後述する）をおこなう機能部分を表
示制御装置と定義すれば、表示制御装置は所定のプログラムにしたがった処理を実行する
ＣＰＵ１０が該当する。
【００２３】
　また、本実施形態のカメラ１の背面側には、図２に示すように表示部１８の表示画面が
外部に向けて配設されている。この表示部１８の近傍であって、背面から見て右寄りの部
位には、操作部２２（図１参照）に連動する複数の操作部材４２～４５が各所定の部位に
配設されている。このうちＴＷボタン４２は、撮影動作時には撮影レンズ１１の変倍動作
のための指示操作をおこなう操作部材である。また、同ＴＷボタン４２は、再生動作時に
は表示部１８に表示中の画像（被写体像）の拡大表示や縮小表示のための指示操作をおこ
なう操作部材である。
【００２４】
　ＸＹ操作キー４３は複数の押しボタン部材からなり、表示部１８の画面上において少な
くとも水平方向及び垂直方向を操作方向とする操作部である。すなわち、ＸＹ操作キー４
３は、表示部１８の画面上において上方向への指示をおこなう上向ボタン４３ａと、同画
面上において下方向への指示をおこなう下向ボタン４３ｂと、同画面上において画面に向
かって左方向への指示をおこなう左向ボタン４３ｃと、同画面上において画面に向かって
右方向への指示をおこなう右向ボタン４３ｄと、これに加えて、上記各ボタン４３ａ，４
３ｂ，４３ｃ，４３ｄによって選択した設定を決定するための決定ボタン４４等によって
主に構成されている。
【００２５】
　このＸＹ操作キー４３は、撮影動作に先立っておこなう撮影条件の設定のための撮影条
件設定メニューを表示部１８に表示した際、その画面内において指示操作をおこなう操作
部材である。また、再生動作時には表示部１８に表示される画像の選択操作や拡大表示時
の表示位置指定操作等をおこなったり、再生動作に関する各種の設定のための再生設定メ
ニューを表示部１８に表示した際、その画面内において指示操作をおこなう操作部材であ
る。
【００２６】
　撮影モード選択ダイヤル４５は、図２に示す矢印Ｒ方向に回転させることで、撮影モー
ドの選択をおこなう操作部材である。この撮影モード選択ダイヤル４５の表面上には、本
カメラ１において設定し得る複数の撮影モードを表わす文字又は記号等の指標４５ａが印
刷もしくは刻印などの手段によって設けられている。ここで、設定し得る撮影モードとし
ては、例えば「シーン選択モード」（ＳＣＥＮＥ），「ユーザー設定モード」（ＭＹ），
「手動露出撮影モード（マニュアル露出撮影モード）」（Ｍ），「シャッター速度優先自
動露出撮影モード」（Ｓ），「絞り優先自動露出撮影モード」（Ａ），「プログラム自動
露出撮影モード」（Ｐ），「画像再生モード」等である。
【００２７】
　上述のように、本カメラ１において設定し得る撮影モードには、「シーン選択モード」
を含んでいる。この「シーン選択モード」は、典型的な撮影環境や代表的な被写体状況の
指定をおこなうと、これに応じて最適となる撮影条件（各種設定値）を一括して自動的に
設定される撮影モードである。
【００２８】
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　そして、このシーン選択モードにおいて、複数用意される典型的撮影シーンのうちから
いずれか一つが選択されると、その選択された撮影シーンに適した撮影条件の各設定項目
が一括設定されることになる。
【００２９】
　一方、カメラ１の上面側には、図２に示すように同カメラ１の背面側から見て右端寄り
の所定の部位に操作部２２のうち撮影動作を実行する指示操作をおこなうためのシャッタ
ーレリースボタン４１が配設されている。
【００３０】
　このように構成される本実施形態のカメラ１において、撮影をおこなうのに先立ってシ
ーン選択モードに設定し、所望の撮影シーンを選択した後、この選択した撮影シーンにお
ける各種の設定項目についての確認及び設定変更をおこなう際の作用について、図３～図
８を用いて以下に説明する。
【００３１】
　図３は、本実施形態のカメラにおいて撮影モードのうちシーン選択モードが選択された
際の作用の流れを示すフローチャートである。図４は、本実施形態のカメラにおいて撮影
モードのうちシーン選択モードが選択された際の表示部の表示画面の例を示す図である。
図５は、図４の状態からさらにシーン選択モードのうち所望の撮影シーンが選択された際
の表示部の表示画面の例を示す図である。図６は、図５の状態において設定操作がなされ
る際の設定項目パネルの表示形態の変化を示す図表である。図７は、図５に示す設定項目
パネルＡで示される項目（本例では閃光発光装置の制御に関する設定項目）の設定変更が
なされた際の状態変化を示す図である。図８は、図５に示す設定項目パネルＢで示される
項目（本例では露出補正量に関する設定項目）の設定変更がなされた際の表示変化を示す
図である。
【００３２】
　まず、本実施形態のカメラ１の電源状態がオン状態となっており、かつ当該カメラ１の
動作モードが撮影動作モードに設定されている状態にあるものとする。このとき表示部１
８の表示画面には、撮影レンズ１１，撮像素子１２，撮像部１３，画像処理部１４等によ
って生成される被写体画像がモニタ画像として表示されている。この被写体画像（モニタ
画像）を表示部１８に表示させるための作用については、従来のデジタルカメラ等におけ
る一般的な内部処理により実現されるものとする。
【００３３】
　この状態において、使用者は、操作部２２（図１参照）のうち撮影モード選択ダイヤル
４５（図２参照）の矢印Ｒ方向への回転操作をおこなって指標４５ａを「シーン選択モー
ド」（ＳＣＥＮＥ）に合わせる。これにより、カメラ１のＣＰＵ１０（図１参照）は、操
作部２２からの指示信号を受けて、撮影モードを「シーン選択モード」に切り換える。そ
して、図３に示す「シーン選択モード」の処理シーケンスの実行を開始する。
【００３４】
　図３の「シーン選択モード」の処理シーケンスが開始すると、まず、ステップＳ１にお
いて、ＣＰＵ１０は、ＲＯＭ２１から「シーン選択モード」に関する各種のデータを読み
込んで、表示部１８の表示画面に図４の符号１８Ａ，１８Ｂ，１８Ｃで示すようなシーン
選択画面を表示する処理をおこなう。
【００３５】
　なお、図４に示す符号１８Ａ，１８Ｂ，１８Ｃは、それぞれが表示部１８の表示画面の
表示例を示すものであって、それぞれが一つの撮影シーンを示すものとなっている。なお
、図４においては、三つの撮影シーンの表示例のみを図示しその他は省略しているが、実
際には、本カメラ１にて選択し得る撮影シーンに応じた表示画面が用意されている。
【００３６】
　このシーン選択画面は、表示部１８の表示画面中に表示中の被写体画像５０に対して重
畳した形態で、ＲＯＭ２１から読み込んだデータのうち設定項目パネルＣと、表示中の撮
影シーンに応じた説明文５１と、同撮影シーンの添付画像５２等を、表示画面中の所定の
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部位に表示した形態となっている。なお、設定項目パネルＣは、シーン選択モードにおい
て選択し得る複数の撮影シーンの種類毎に固有のモードオブジェクトとして用意され、予
めＲＯＭ２１にデータ等として記憶されているものである。そして、このモードオブジェ
クトは、必要に応じてモード表示制御部でもあるＣＰＵ１０によってＲＯＭ２１から読み
出され、表示部１８に表示されるようになっている。
【００３７】
　このステップＳ１の処理において表示部１８の表示画面には、符号１８Ａ，１８Ｂ，１
８Ｃのいずれか一つが表示されることになる。つまり、撮影モード選択ダイヤル４５の操
作によって当該カメラ１の撮影モードを「シーン選択モード」に切り換えると、表示部１
８には、「シーン選択モード」において選択し得る複数の撮影シーンのうちのいずれか一
つの撮影シーンを表わすシーン選択画面が表示される。
【００３８】
　このシーン選択画面が表示部１８に表示されると、ＣＰＵ１０は、操作部２２からの指
示信号の待機状態となる。
【００３９】
　ステップＳ２において、使用者は、操作部２２のＸＹ操作キー４３のうち左向ボタン４
３ｃ，右向ボタン４３ｄ，決定ボタン４４のいずれかを操作して所望の撮影シーンの選択
（シーン選択）操作をおこなう。
【００４０】
　例えば、表示部１８の表示画面が図４の符号１８Ｂで示される撮影シーン「風景」であ
る場合において、左向ボタン４３ｃの操作を一回おこなうと、表示画面は図４の符号１８
Ａで示される撮影シーン「ポートレート」に切り換わる。また、表示画面が図４の符号１
８Ｂのとき、右向ボタン４３ｄの操作を一回おこなうと、表示画面は図４の符号１８Ｃで
示される撮影シーン「セルフポートレート」に切り換わる。同様に、左向ボタン４３ｃ又
は右向ボタン４３ｄの操作を行なうことで、表示部１８の画面表示には、選択可能な撮影
シーンが順次切り換わる。
【００４１】
　こうして、左向ボタン４３ｃ又は右向ボタン４３ｄにより表示画面の切り換えをおこな
って所望の撮影シーンを探す。そして、所望の表示画面を表示部１８に表示させた状態で
、決定ボタン４４の操作をおこなう。これにより、表示部１８の表示画面に表示中の撮影
シーンが選択される。
【００４２】
　ステップＳ３において、ＣＰＵ１０は、操作部２２のＸＹ操作キー４３の決定ボタン４
４からの指示信号を受けて、表示部１８の表示画面に図５に示すようなシーン設定項目画
面を表示する処理をおこなう。
【００４３】
　このシーン設定項目画面は、表示部１８の表示画面中に表示中の被写体画像５０に対し
て重畳した形態で、ＲＯＭ２１から読み込んだデータのうち設定項目パネルＡ，Ｂ，Ｃが
、表示画面中の所定の部位に表示されるものである。具体的には、例えば設定項目パネル
Ｃが表示部１８の画面上において略中央部分に配置され、これを中心として同画面上にお
いて設定項目パネルＣの上下部分（水平方向）に複数の設定項目パネルＢが並べて配列さ
れ、また、同画面上において設定項目パネルＣの左右部分（垂直方向）に複数の設定項目
パネルＡが並べて配列された形態の表示がなされる。
【００４４】
　すなわち、設定項目パネルＡは、各設定項目の各条件情報の変更操作をＸＹ操作キー４
３の垂直方向操作（上向ボタン４３ａ又は下向ボタン４３ｂ）によっておこなう第１のオ
ブジェクトである。この第１のオブジェクトである設定項目パネルＡは、ＸＹ操作キー４
３の水平方向操作（左向ボタン４３ｃ又は右向ボタン４３ｄ）によって、その選択をなし
得るように表示部１８の画面上において水平方向に配列される。
【００４５】
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　また、設定項目パネルＢは、各設定項目の各条件情報の変更操作をＸＹ操作キー４３の
水平方向操作（左向ボタン４３ｃ又は右向ボタン４３ｄ）によっておこなう第２のオブジ
ェクトである。この第２のオブジェクトである設定項目パネルＢは、ＸＹ操作キー４３の
垂直方向操作（上向ボタン４３ａ又は下向ボタン４３ｂ）によって、その選択をなし得る
ように表示部１８の画面上において垂直方向に配列される。
【００４６】
　この場合において、設定項目パネルＡ，Ｂの配列表示は、設定項目表示制御部としても
機能するＣＰＵ１０によってなされる。
【００４７】
　ここで、設定項目パネルＡ，Ｂは、選択されるシーンの種類毎の撮影条件に関する各設
定項目（ＩＳＯ感度，ドライブ動作形態，タイマー動作形態，ストロボ動作形態，マクロ
撮影形態，ＡＦ動作形態，シャッタ速度値，絞り値，露出補正値，ＡＥ動作形態，ＷＢ種
別，…etc…）と、この設定項目のそれぞれに関する情報（個々の条件情報、例えば自動
露出モード（ＡＥ＝Ａｕｔｏ）等）を、各設定項目毎にオブジェクト単位で示す表示形態
である。
【００４８】
　そのために、このオブジェクト（設定項目パネルＡ，Ｂ）を表示するための各種の画像
データ等は、予めＲＯＭ２１に記憶されている。そして、このオブジェクトは、必要に応
じて設定項目表示制御部でもあるＣＰＵ１０によってＲＯＭ２１から読み出され、表示部
１８に表示されるようになっている。
【００４９】
　なお、第２のオブジェクトである設定項目パネルＢによって表示される設定条件は、主
に数値軸の値を扱う設定項目とするのがのぞましい。具体的には、例えばシャッタ速度値
，絞り値，露出補正値などの条件設定をおこなうのに設定項目パネルＢを用いるのが適当
である。
【００５０】
　このシーン設定項目画面が表示部１８に表示されると、ＣＰＵ１０は、操作部２２から
の指示信号の待機状態となる。
【００５１】
　ステップＳ４において、使用者は、操作部２２のＸＹ操作キー４３を操作して設定の変
更を所望する項目の選択（設定項目選択）操作をおこなう。
【００５２】
　例えば、表示部１８の表示画面が図５に示す状態において、ＸＹ操作キー４３の上向ボ
タン４３ａ又は下向ボタン４３ｂの操作をおこなうと、表示画面中において設定項目パネ
ルＣに対して上側又は下側に配置される設定項目パネルＢを順次選択することができるよ
うになる。また、ＸＹ操作キー４３の左向ボタン４３ｃ又は右向ボタン４３ｄの操作をお
こなうと、表示画面中において設定項目パネルＣに対して左側又は右側に配置される設定
項目パネルＡを順次選択することができるようになる。この場合において、ＸＹ操作キー
４３を操作する毎に例えば各設定項目パネルが選択状態となったとき、領域ｂ（後述する
図６参照）が強調表示（図６においてはグレー表記により表わしている）されることにな
る。この強調表示がなされている設定項目パネルの設定項目が設定変更し得る対象となる
。
【００５３】
　ここで、設定項目パネルＡ，Ｂ，Ｃは、図６の表に示すように複数の領域ａ，ｂ，ｃ等
によって形成されている。領域ａは、項目アイコンを表わす記号や文字等が表示され、そ
の設定項目の固有の種類を示している。領域ｂは、設定変更のための選択操作の方向を示
す記号（例えば矢印等）が表示される。領域ｃは、その設定項目において設定される各種
の状態を表わす記号や文字等の情報が表示され、表示中の情報をＸＹ操作キー４３の操作
によって変更することで、設定変更をおこなうことができるようになっている。
【００５４】
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　図６の表において、「（１）通常時」として示す欄は、設定項目パネルＡ，Ｂ，Ｃの表
示状態が通常時の状態を示している。この通常時とは、設定項目に変更が加えられていな
い状態であって、かつＸＹ操作キー４３による選択状態ともなっていないときの状態をい
う。
【００５５】
　同表において、「（２）選択時」として示す欄は、設定項目パネルＡ，Ｂ，Ｃの選択設
定が可能な状態を示している。この選択時とは、設定項目に変更が加えられていない状態
であって、かつＸＹ操作キー４３による選択が可能となったときの状態をいう。このとき
、各設定項目パネルの領域ｂは、例えば着色表示や点滅表示等によって他の領域とは異な
る形態の表示となる。なお、図６では、表示形態の違いをグレー表記によって示している
。
【００５６】
　この表示形態のうち設定項目パネルＣについては、ＸＹ操作キー４３による選択が可能
となったときの状態であって、上述の図４の状態においていずれかの撮影シーンを選択し
て、図５のシーン設定項目画面を表示させた直後の状態である。
【００５７】
　同表において、「（３）選択時＋設定変更時」として示す欄は、設定項目パネルＡ，Ｂ
，Ｃの「（２）」の状態に加えて、設定項目に変更が加えられている状態を表わしている
。したがって、このとき、各設定項目パネルの領域ｂに加えて、領域ａの項目アイコンの
表示部分が、例えば着色表示や点滅表示等の形態で表示されている。なお、この場合にお
いて、領域ａと領域ｂの表示形態は、異なるもの（異なる色による着色表示等）としても
よいし、同様の形態（同色の着色表示等）としてもよい。
【００５８】
　同表において、「（４）設定変更後」として示す欄は、上述の「（３）」の状態から選
択設定状態が外れた状態、すなわち設定項目に変更が加えられた状態のみを表わしている
。このとき、各設定項目パネルの領域ａの項目アイコンの表示部分が、通常時とは異なる
形態で表示されている。
【００５９】
　図３に戻って、上記ステップＳ４にて、使用者による設定項目選択操作がなされると、
まず、ＣＰＵ１０は、ＸＹ操作キー４３の左向ボタン４３ｃ又は右向ボタン４３ｄの操作
がなされた否かの確認をおこなう（ステップＳ５）。
【００６０】
　この場合において、左向ボタン４３ｃ又は右向ボタン４３ｄからの指示信号が確認され
ると、ＣＰＵ１０は、設定項目パネルＡが選択されたもの判断する（ステップＳ６）。
【００６１】
　上述のように使用者がＸＹ操作キー４３の左向ボタン４３ｃ又は右向ボタン４３ｄのい
ずれかを操作して、設定項目パネルＡのいずれかの選択操作にかかると、ＣＰＵ１０は、
まず設定項目パネルＣに隣接しかつ指示された方向にある設定項目パネルＡの表示を「選
択時」の表示（図６の（２）欄参照）に切り換える。そして、ＸＹ操作キー４３の左右向
ボタン４３ｃ，４３ｄからの指示信号を受けるたびに、隣接する設定項目パネルＡの表示
を「選択時」表示に切り換える一連の処理（設定項目選択処理）をおこなう（ステップＳ
７）。そして、「選択時」表示となっている設定項目パネルＡが選択された設定項目とな
る。
【００６２】
　設定項目が選択されると、次にステップＳ８において、使用者は、操作部２２のＸＹ操
作キー４３の上向ボタン４３ａ又は下向ボタン４３ｂ及び決定ボタン４４を操作して設定
値の選択（設定値選択）操作をおこなう。
【００６３】
　この設定値選択操作は、所望の設定項目パネルＡが「選択時」表示となっているとき、
即ち選択された設定項目となっている状態において、ＸＹ操作キー４３の上向ボタン４３



(11) JP 2010-200362 A 2010.9.9

10

20

30

40

50

ａ又は下向ボタン４３ｂを操作する。これによって生じる指示信号を受けて、ＣＰＵ１０
は、領域ｃの表示を順次切り換えて表示する。
【００６４】
　例えば、ここで選択された設定項目パネルＡが、図７に示すような閃光発光装置の動作
形態に関する設定項目であるとする。この場合において、図７に示すように領域ａには、
「閃光発光動作形態」を表わす項目アイコンが表示されている。また、領域ｂは、上下方
向の矢印記号が、着色表示等の異なる形態で表示されている。そして領域ｃには、初期設
定状態である「強制発光動作モード」を示す記号ｃ１が表示されている。
【００６５】
　この状態において、ＸＹ操作キー４３の上向ボタン４３ａ又は下向ボタン４３ｂを操作
する毎に、領域ｃの表示は、記号ｃ１（強制発光）→記号ｃ２（発光禁止）→記号ｃ３（
赤目軽減発光）→記号ｃ４（自動発光制御）といったふうに順次切り換わる。そして、所
望の動作形態を示す記号ｃを領域ｃに表示させた状態で、決定ボタン４４を操作する。
【００６６】
　すると、この決定ボタン４４からの指示信号を受けて、ＣＰＵ１０は、選択された設定
項目（領域ｃ）の設定をおこなうと同時に、領域ａの表示を着色表示等の表示形態に切り
換える（図６の「（３）」参照）（ステップＳ９）。
【００６７】
　そして、一連の処理シーケンスを終了する（リターン）。
【００６８】
　一方、上述のステップＳ５において、ＣＰＵ１０が上向ボタン４３ａ又は下向ボタン４
３ｂからの指示信号を確認すると、設定項目パネルＢが選択されたもの判断して、次のス
テップＳ１０の処理に進む。
【００６９】
　使用者がＸＹ操作キー４３の上向ボタン４３ａ又は下向ボタン４３ｂのいずれかを操作
して、設定項目パネルＢのいずれかの選択操作にかかると、ＣＰＵ１０は、まず設定項目
パネルＣに隣接しかつ指示された方向にある設定項目パネルＢの表示を「選択時」の表示
（図６の（２）欄参照）に切り換える。そして、ＸＹ操作キー４３の上下向ボタン４３ａ
，４３ｂからの指示信号を受けるたびに、隣接する設定項目パネルＢの表示を「選択時」
表示に切り換える一連の処理（設定項目選択処理）をおこなう（ステップＳ１１）。そし
て、「選択時」表示となっている設定項目パネルＢが選択された設定項目となる。
【００７０】
　設定項目が選択されると、次にステップＳ１２において、使用者は、操作部２２のＸＹ
操作キー４３の左向ボタン４３ｃ又は右向ボタン４３ｄ及び決定ボタン４４を操作して設
定値の選択（設定値選択）操作をおこなう。
【００７１】
　この設定値選択操作は、所望の設定項目パネルＢが「選択時」表示となっているとき、
即ち選択された設定項目となっている状態において、ＸＹ操作キー４３の左向ボタン４３
ｃ又は右向ボタン４３ｄを操作する。これによって生じる指示信号を受けて、ＣＰＵ１０
は、領域ｃの表示を順次切り換えて表示する。
【００７２】
　例えば、ここで選択された設定項目パネルＢが、図８に示すような露出補正値の設定項
目であるとする。この場合において、図８に示すように領域ａには、「露出補正」を表わ
す項目アイコンが表示されている。また、領域ｂは、左右方向の矢印記号が、着色表示等
の異なる形態で表示されている。そして領域ｃには、初期設定状態である「露出補正値＝
プラスマイナス（±）０」を示す部位の目盛ｃ５と、露出補正値「０」（ゼロ）の表示が
なされている。
【００７３】
　この状態において、ＸＹ操作キー４３の左向ボタン４３ｃ又は右向ボタン４３ｄを操作
する毎に、領域ｃの表示は、露出補正値＝－０．３←→－０．７←→－１．０というよう
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に順次切り換わる。なお、この場合において、左向ボタン４３ｃを操作すれば補正値はマ
イナス側に、右向ボタン４３ｄを操作すれば補正値はプラス側に、それぞれ変更すること
ができるようになっている。そして、所望の補正値を領域ｃに表示させた状態で、決定ボ
タン４４を操作する。
【００７４】
　すると、この決定ボタン４４からの指示信号を受けて、ＣＰＵ１０は、選択された設定
項目（領域ｃ）の設定をおこなうと同時に、領域ａの表示を着色表示等の表示形態に切り
換える（図６の「（３）」参照）（ステップＳ９）。
【００７５】
　そして、一連の処理シーケンスを終了する（リターン）。
【００７６】
　ところで、上述のようにしてシーン選択モードにて一括して設定される規定の撮影条件
のうち一部の設定条件を、初期設定状態から使用者が任意に変更した場合、その変更後の
設定条件を含む撮影条件に係る条件情報を一括して新たな撮影シーンとして保存し得るよ
うにすれば、再度、同一の撮影条件にて所望のときにこれを読み出していつでも利用する
ことができるようになる。
【００７７】
　具体的には、例えば図９の表に示すように、初期設定状態（「設定前」の欄）から一部
の設定条件を「設定後」の欄で示すごとくに変更した場合を考えてみる。
【００７８】
　図９は、本実施形態のカメラのシーン選択モードにおいて一部の設定条件の変更をおこ
なった場合の設定前後のオブジェクトの表示形態の一例を示す図表である。
【００７９】
　本カメラ１において撮影モードのシーン選択モードにて、使用者が所望の撮影シーンと
して、例えば「風景＋人物（記念撮影）」シーンを選択した場合の撮影条件の各設定項目
は、図９の「設定前」の欄に示すようになる。
【００８０】
　この状態が初期設定状態となり、各パネル表示の状態は、設定項目パネルＣは、「風景
＋人物（記念撮影）」シーン（ＳＣＥＮＥ）を表わしており、設定項目パネルＡのうち符
号Ａ１で示す「タイマー動作形態」の設定項目「ＯＦＦ」，符号Ａ２で示す「ドライブ動
作形態」の設定項目「連写」，符号Ａ３で示す「ＩＳＯ感度」の設定項目「Ａｕｔｏ」，
符号Ａ４で示す「ストロボ動作形態」の設定項目「強制発光」，符号Ａ５で示す「マクロ
撮影形態」の設定項目「ＯＦＦ」，符号Ａ６で示す「ＡＦ動作形態」の設定項目「ＥＳＰ
」を表わし、設定項目パネルＢのうち符号Ｂ１で示す「露出補正値」の設定項目「補正値
±０．０」を表わしている。なお、「ＥＳＰ」(intelligent Ｅlectro Ｓelective Ｐatt
ern) は被写体が画面中央にない場合にも、焦点調節をおこないたい時に使用する動作形
態（モード）である。
【００８１】
　この状態において、使用者は一部の設定項目の設定条件を変更設定することで、各オブ
ジェクトの表示が図９の「設定後」の欄に示すようになる。
【００８２】
　即ち、設定変更後の各パネル表示の状態のうち変更が加えられたものでは、設定項目パ
ネルＡのうち符号Ａ２で示す「ドライブ動作形態」の設定項目「ＯＦＦ」，符号Ａ３で示
す「ＩＳＯ感度」の設定項目「２００」，符号Ａ４で示す「ストロボ動作形態」の設定項
目「ＯＦＦ」，符号Ａ６で示す「ＡＦ動作形態」の設定項目「スポット」にそれぞれ表示
が変更されている。そして、この場合、受述したように設定変更があった設定項目パネル
の領域ａの表示が着色表示等の表示形態となる（図９ではグレー表記で表わしている）。
【００８３】
　そして、使用者はこの状態において、操作部２２のうちの所定の操作部材を操作するこ
とにより、この状態における撮影条件（「設定後」の状態の撮影条件）のセットを、例え
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ば画像バッファーメモリー１７等、カメラ１の内部における所定の記憶部に記憶保存させ
、任意にいつでもその撮影条件を一括して設定し得る「マイ撮影シーン登録」をおこなう
ことができるようになっている。
【００８４】
　この登録操作をおこなうことによって、設定項目パネルＣは、図９の「設定前」の欄に
おける符号Ｃ１及び図１０に示す表示例から、同図の「設定後」の欄における符号Ｃ２及
び図１１に示す表示例のように、その表示が変更される。
【００８５】
　このように「マイ撮影シーン登録」をおこなうことによって作成されるマイ撮影シーン
を表わす表示は、その基準になった撮影シーンを表わす表示に対して、例えば図１１に示
すようにＭＹ等の文字や、その旨を表わす形状の絵や、着色表示等が附加された形態のも
のとなる。
【００８６】
　そして、このようにして任意に記憶保存されたマイ撮影シーンは、シーン選択モードに
よって選択し得る撮影シーンの一つとして本カメラ１に登録され、いつでも任意に呼び出
して撮影条件を一括して設定できるようになる。
【００８７】
　この一連の登録処理は、ＣＰＵ１０による制御により実現される。つまり、この場合に
おいて、ＣＰＵ１０は、変更された条件を含むシーンの種類（マイ撮影シーン）をシーン
選択モードにおける変更シーン選択モードとして一括して登録する登録部としての役目を
する。
【００８８】
［実施例２］
　次に、実施例２について以下に説明する。
【００８９】
　カメラ１を用いて写真を撮影するのに際して、最適な撮影条件を適確に設定するために
は、撮影環境や被写体状況に応じて細かな設定をおこなうことが望ましい。そのためには
、各種の設定項目についての専門的な知識や写真撮影に関する経験等を必要とするのは当
然である。
【００９０】
　ところで、近年のデジタルカメラ等を用いて撮影した結果、取得される画像データには
、その画像データの撮影取得時における撮影条件等、即ちカメラの各種設定状態等に関す
る各種の情報が付随データとして記録されるようになっている。そして、この情報データ
の内容については、撮影済みの画像データに基づく画像を表示装置等によって再生表示す
る際に、合わせて読み出し表示させることができるようになっているものである。
【００９１】
　そこで、所望の撮影結果を備えた撮影済み画像データに付随している情報データを、カ
メラに取り込むことで、各種の撮影条件を設定することが考えられる。このようにすれば
、写真的な専門知識や経験が無い使用者でも、撮影条件に関する細かな設定をおこなうこ
とができ、これにより、使用者は所望の撮影結果を容易に取得し得ることが期待できる。
【００９２】
　そこで、次に示す例は、本実施形態のカメラ１において実行可能な制御の一つであって
、例えばインターネット上におけるウエッブサイト等に登録又は掲載されている画像デー
タや撮影済みの画像データが記録された記録媒体等から、所望の画像データに付随する各
種の設定条件等の情報データを参照し、これらの設定条件等を本カメラ１のシーン選択モ
ードにおけるマイ撮影シーンの撮影条件としてカメラ１に記録保存し登録することができ
るようにする制御である。
【００９３】
　図１２は、本実施形態のカメラにおいて、撮影済み画像データからこれに付随する情報
データを読み出し、これをカメラに登録するマイ撮影シーン登録の処理シーケンスを示す
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フローチャートである。図１３～図１５は、図１２のマイ撮影シーン登録処理時の各ステ
ップにおける表示部の表示画面の表示例を示す図である。このうち、図１３は、情報デー
タを参照するのに際して撮影済みの複数のインデックス画像を表示画面に表示した状態を
示す図である。図１４は、図１３の状態において所望の画像を選択した後、その選択画像
についての画像データ及び情報データに基づいて画像と設定条件等を表示画面に表示した
状態を示す図である。図１５は、図１４の表示される各種設定条件等をマイ撮影シーンと
して登録するマイ撮影シーン登録処理の実行中の表示画面を示す図である。
【００９４】
　まず、撮影済み画像データ等を記録した記録媒体を装着したカメラ１を、画像再生モー
ドで起動させる。
【００９５】
　この状態で、使用者は操作部２２の所定の操作部材、例えばＴＷボタン４２のＷボタン
の操作をおこなう。これを受けて、ＣＰＵ１０は、図１２のステップＳ２１において、「
インデックス画面表示」処理を実行する。この「インデックス画像表示」処理は、表示部
１８の画面上において、図１３に示すように複数の縮小画像を並べて表示する処理である
。なお、図１３において、表示部１８の表示画面に表示し切れない画像がある場合には、
表示画面の右端端部に縦スクロールバー１８ｂが表示される。この場合、ＸＹ操作キー４
３の操作を続けることにより、画面全体が切り換わり次頁のインデックス画像表示画面が
表示されるようになっているのは、従来一般的なデジタルカメラ等における画像再生モー
ド時の表示制御と同様である。
【００９６】
　次に、ステップＳ２２において、使用者は表示部１８の画面上に表示中の複数のインデ
ックス画像から、所望の画像を特定し選択する「特定画像選択」操作をおこなう。「特定
画像選択」操作は、例えば、図１３の表示部１８の表示画面上において、ＸＹ操作キー４
３の上下左右向ボタン４３ａ，４３ｂ，４３ｃ，４３ｄを用いて所望の画像を特定指示す
る。
【００９７】
　つまり、インデックス画像表示がなされているとき、表示部１８の画面上においては、
複数のインデックス画像のうちの一つが選択画像枠１８ａによって識別されるようになっ
ている。このとき、ＸＹ操作キー４３を操作すると選択画像枠１８ａが上下左右方向に移
動するようになっている。これにより、所望の画像を特定指示することになる。そして、
この状態で、決定ボタン４４を操作すると、そのとき選択画像枠１８ａによって他から識
別されている画像が選択指示されることになる。
【００９８】
　この決定ボタン４４による選択指示操作を受けて、ＣＰＵ１０は、ステップＳ２３にお
いて、「シーン設定項目画面表示」処理を実行する。この「シーン設定項目画面表示」処
理は、上述のステップＳ２２の処理において選択指示された画像データとこれに付随する
情報データを読み込んで、所定の表示形態で表示部１８に表示する処理である。この場合
におけるシーン設定項目画面の表示形態は、例えば、図１４に示すように表示部１８の表
示画面の略上半部の領域には、選択指示された画像データに付随する情報データに基づい
て撮影条件の設定条件に関する情報が上述の設定項目パネルＡ，Ｂ，Ｃと同じ形態でなさ
れる（図１４の符号１８ｃ参照）。この撮影条件に関する表示形態は、上述した図５の表
示形態と略同様のものである。
【００９９】
　また、同時に表示部１８の表示画面の略下半部の領域には、図１４に示すように画像デ
ータのインデックス画像１８ｄと、これに付随する情報データのうち、例えばファイル番
号や撮影日時や画像解像度等の情報が文字等によって表示される（図１４の符号１８ｅ参
照）。
【０１００】
　この表示状態にあるとき、使用者は、読み込んだ撮影条件の設定条件に対して、さらに
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好みの設定変更を加えることができる。
【０１０１】
　そのために、ステップＳ２４において、使用者はＸＹ操作キー４３を用いて「設定項目
選択」操作をおこなう。
【０１０２】
　また、ステップＳ２５において、使用者はＸＹ操作キー４３を用いて「設定条件変更」
操作をおこなう。
【０１０３】
　ここで、ステップＳ２４，Ｓ２５における各操作は、上述したシーン選択モードのうち
の所望の撮影シーンに対する撮影条件の設定条件の変更操作と全く同じ操作である（図５
参照）。
【０１０４】
　こうして登録すべき撮影条件の各設定条件が決定したら、次に、ステップＳ２６におい
て、使用者は所定の登録操作をおこなう。これを受けてＣＰＵ１０は「登録」処理を実行
する。この「登録」処理は、上述のステップＳ２５の処理で最終的に設定し表示部１８の
表示画面上に表示中の各種設定条件等をマイ撮影シーンとして登録するマイ撮影シーン登
録処理である。
【０１０５】
　例えば、使用者が操作部２２のうちの所定の操作部材、例えばシャッターレリースボタ
ン４１等を操作する。これにより所定の登録指示信号が発生する。この登録指示信号を受
けて、ＣＰＵ１０は表示部１８の表示を図１４の表示形態から図１５の表示形態に切り換
える。つまり、画面上において符号１８ｆで示す確認メッセージを表示させる。
【０１０６】
　これを受けて使用者は、ＸＹ操作キー４３の左右向ボタン４３ｃ，４３ｄを操作して、
登録決定する場合は「ＹＥＳ」を選択し、この時点で登録決定をしない場合は「ＮＯ」を
選択する。この場合において、符号１８ｅの領域における選択肢「ＹＥＳ」又は「ＮＯ」
のいずれか一方が、例えば着色表示等によって識別可能な表示となっている。そして、Ｘ
Ｙ操作キー４３の左右向ボタン４３ｃ，４３ｄの操作によって、この着色表示等の識別表
示が切り換わるようになっている。
【０１０７】
　そして、所望の選択肢が着色表示されているときに、使用者は決定ボタン４４を操作す
る。これにより、ＣＰＵ１０は所定の登録処理を完了する。その後、元のメインルーチン
へ戻る（リターン）。
【０１０８】
　なお、上述した例では、カメラ１の表示部１８に表示されるインデックス画像を選択し
、その撮影条件を参照するようにしている。しかしながら、このマイ撮影シーン登録処理
については、カメラのみで実行するのに限らず、例えば、撮影済みの画像データを複数記
録した記録媒体を具備するコンピュータ上で動作するアプリケーションソフトウエアを用
いても同様の処理を実現できる。
【０１０９】
　この場合には、撮影済み画像データに加えて、例えばインターネット上におけるウエッ
ブサイト等に登録又は掲載されている画像についての画像データやその付随データ等をも
参照することができる。
【０１１０】
　この場合において、撮影情報を参照するための画像データは、コンピュータの記録媒体
、例えば内蔵固定型記録媒体（ＨＤＤ等）や着脱式記録媒体に記録されているものでもよ
いし、コンピュータに対してケーブル接続や無線接続手段等によって電気的に接続される
カメラ１との間で通信をおこなうことにより、カメラ１の側の記録媒体に記録されている
ものでもよい。
【０１１１】
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　また、この場合においては、コンピュータ側で撮影条件の設定条件に関する情報データ
を作成することになるので、最終的に作成した情報データは、例えば当該コンピュータと
ケーブル接続や無線接続手段等によって電気的に接続されるカメラ１に対して転送する処
理が必要になる。または、作成した情報データを、コンピュータ及びカメラ１に対して共
通して使用可能な着脱自在の記録媒体に記録し、これをカメラ１に装着した後、カメラ１
に転送する処理をおこなうようにしてもよい。
【０１１２】
　また、マイ撮影シーン登録処理については、上述の例に限らず、次に示すように撮影動
作時におこない得るようにする例も考えられる。
【０１１３】
　図１６は、本実施形態のカメラの撮影動作の際に、撮影条件の変更をおこなって、その
撮影条件の設定項目に関する情報データをカメラに登録するマイ撮影シーン登録の処理シ
ーケンスの別の例を示すフローチャートである。また、図１７は、図１６のマイ撮影シー
ン登録処理時における表示部の表示画面の表示例を示す図である。
【０１１４】
　まず、カメラ１の動作モードが撮影動作モードで起動させる。そして、撮影モードを「
シーン選択モード」に設定する。
【０１１５】
　この状態で、使用者は、図１６のステップＳ３１において、操作部２２のＸＹ操作キー
４３の操作によって「シーン選択」操作をおこなう。この操作は、上述の図４の状態でお
こなう撮影シーンの選択操作と同様である。
【０１１６】
　これを受けて、ＣＰＵ１０は、ステップＳ３２において、「シーン設定項目画面表示」
処理を実行する。この「シーン設定項目画面表示」処理により、図１７に示す表示が表示
部１８の表示画面になされる。なお、この時点にの表示は、図１７の符号１８ｆで示す領
域に「変更前」のモニタ画像が表示され、同図符号１８ｇで示す領域に、上述のステップ
Ｓ３１の処理にて選択した撮影シーンにより規定される撮影条件に応じた設定項目パネル
Ａ，Ｂ，Ｃが並べて表示されている状態である。
【０１１７】
　この状態で、使用者は、ステップＳ３３において、ＸＹ操作キー４３を用いて「設定項
目選択」操作をおこなう。
【０１１８】
　また、ステップＳ３４において、使用者はＸＹ操作キー４３を用いて「設定条件変更」
操作をおこなう。
【０１１９】
　ここで、ステップＳ３３，Ｓ３４における各操作は、上述したシーン選択モードのうち
の所望の撮影シーンに対する撮影条件の設定条件の変更操作と略同様の操作である（図５
参照。図１２のステップＳ２４，Ｓ２５の処理と同様）。
【０１２０】
　なお、この場合において、ＸＹ操作キー４３によって設定項目パネルを選択すると、そ
の選択された設定項目パネルに応じた設定条件の項目が、図１７の符号１８ｉで示す領域
に拡大表示されるようになっている。この拡大表示を見ながら使用者はＸＹ操作キー４３
を用いて設定条件の変更操作をおこなう。
【０１２１】
　ステップＳ３５において、ＣＰＵ１０は、画像処理部１４を制御して「シミュレーショ
ン画像作成」処理を実行する。この「シミュレーション画像作成」処理は、モニタ画像に
対して、上述のステップＳ３３，Ｓ３４の処理にて変更された設定条件を加味したシミュ
レーション画像を作成する画像処理である。
【０１２２】
　ここで、ＣＰＵ１０は、表示部１８に表示される表示画像とＣＰＵ１０（設定項目表示
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制御部）によって表示中の画像に付随する撮影条件とを、設定項目パネル（オブジェクト
）として同表示部１８に表示させ、設定項目パネル（オブジェクト）を用いて変更された
撮影条件に係るシミュレーション画像を表示させるシミュレーション部としての役目もし
ている。
【０１２３】
　次いで、ステップＳ３６において、ＣＰＵ１０は、表示処理部１５を制御して、上述の
ステップＳ３５の処理にて作成したシミュレーション画像を表示部１８の表示画面上の所
定の領域に表示させる「シミュレーション画像表示」処理を実行する。この場合において
、、作成されたシミュレーション画像は、表示部１８の表示画面上において図１７の符号
１８ｈで示す領域に「変更後」のモニタ画像として表示される。
【０１２４】
　そして、使用者は、ステップＳ３７において、上述のステップＳ３６の処理で表示され
る「変更後」のモニタ画像を確認し、その結果でＯＫであれば、次のステップＳ３８の処
理に進む。また、その結果に不満足であれば、設定のやり直しをするために、上述のステ
ップＳ３２の処理に戻り、以降の処理を繰り返す。
【０１２５】
　上述のステップＳ３６の処理において、その結果（変更した設定条件の結果画像）がＯ
Ｋであると判断すると、使用者は所定の登録操作をおこなう。
【０１２６】
　これを受けて、ステップＳ３８において、ＣＰＵ１０は「登録」処理を実行する。これ
により、この時点で設定済みの設定条件であって、表示部１８の表示画面上に表示中の各
種設定条件をマイ撮影シーンとして登録される（リターン）。
【０１２７】
［実施例３］
　ところで、従来の電子機器等において、表示装置を具備するものでは、その機器の操作
方法等の取り扱い方を説明する文章等を表示装置に表示し得るようにしたものがある。
【０１２８】
　そこで、本実施形態のカメラ１においては、例えばシーン設定項目画面中の所定の領域
に、図１８に示すような「ＨＥＬＰ」パネルを加えて表示するようにしてもよい。
【０１２９】
　図１８は、本実施形態のカメラにおいて、「ＨＥＬＰ」パネルを有するシーン設定項目
画面の表示例を示す図である。図１９は、図１８のシーン設定項目画面から「ＨＥＬＰ」
パネルを選択指示した際の表示画面の表示例を示す図である。図２０は、図１９の表示画
面において、縦スクロール操作をした場合の表示画面の表示例を示す図である。図２１は
、図２０の表示画面において、さらに縦スクロール操作をした場合の表示画面の表示例を
示す図である。
【０１３０】
　図１８に示す「ＨＥＬＰ」パネルは、シーン設定項目画面の表示中に各設定項目パネル
に関する情報の一覧を表示するために設けられているものである。各設定項目パネルのそ
れぞれの内容を知りたい場合や、設定条件の変更をおこなうのに際して、いずれのパネル
を選択すればよいかを調べる際に用いる。
【０１３１】
　使用者は、表示部１８の表示画面にシーン設定項目画面が表示されている状態（図１８
の状態）で、ＸＹ操作キー４３を操作して「ＨＥＬＰ」パネルを選択し、決定ボタン４４
を操作する。これにより、表示部１８に表示中のシーン設定項目画面（図１８）は、図１
９に示す設定項目一覧表示に切り換わる。この設定項目一覧表示では、本カメラ１に登録
されている設定項目に関する情報、例えば設定項目の名称や、各対応する設定項目パネル
Ｃの形態や、その設定項目に関する簡単な説明文等の情報等が一覧表示形式で表示部１８
の表示画面上に表示される。
【０１３２】
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　なお、表示部１８の表示画面に表示し切れない情報については、ＸＹ操作キー４３の上
下向ボタン４３ａ，４３ｂの操作によって縦スクロール操作をおこなうことで、表示画面
上に表示し得るようになっている（図１９，図２０，図２１参照）。
【０１３３】
　そうしてＸＹ操作キー４３を操作して所望の設定項目を探し、見つかったら所望の設定
項目を選択した状態（図１８の符号１８ａで示す選択指示枠を参照）で、決定ボタン４４
の操作をおこなう。これにより、その所望の設定項目が選択指示されることになる。
【０１３４】
　すると、設定項目一覧表示（この場合は図２０参照）は、図１８に示すシーン設定項目
画面の表示に切り換わり、かつ先程選択指示した設定項目が選択された状態になる。
【０１３５】
　図１８で示す例によって具体的に説明すると次の如くである。
【０１３６】
　即ち、先に、図２０に示す設定項目一覧表示にて「閃光発光装置の動作形態」に関する
設定項目を選択指示するものとする（符号１８ａ参照）。
【０１３７】
　すると、これにより図１８に示すシーン設定項目画面の表示に切り換わる。同時に、図
１８の表示画面においては、「閃光発光装置の動作形態」に関する設定項目パネルＣが選
択表示状態となる。つまり、領域ｂが着色表示等によって他と識別可能状態となる（図１
８ではハッチングで示している）。
【０１３８】
　この状態では、ＸＹ操作キー４３の上下向ボタン４３ａ，４３ｂの操作をおこなうこと
で、設定条件の選択指示を実行することができる。
【０１３９】
　以上説明したように上記一実施形態によれば、被写体状況の指定に応じて撮影条件を一
括設定するシーン選択モードにおいて、表示部１８に表示される撮影シーンを示すモード
オブジェクト（設定項目パネルＣ）をＸＹ操作キー４３によって選択し、これにより選択
した撮影シーンについての撮影条件に関する各設定項目（例えばＩＳＯ，ドライブ，タイ
マー，ストロボ，マクロ，ＡＦ，シャッタ，絞り，露出補正，ＡＥ，ＷＢ，…etc…）及
びこの各設定項目のそれぞれに関する情報（個々の条件情報）は、各設定項目毎にオブジ
ェクト（設定項目パネルＡ，Ｂ）単位で、表示部１８に表示されるようにしている。
【０１４０】
　そして、第１のオブジェクト（設定項目パネルＡ）の各設定項目の各条件情報の変更操
作は、ＸＹ操作キー４３の上下向ボタン４３ａ，４３ｂの垂直方向操作によっておこなわ
れ、かつ設定項目パネルＡの選択は、ＸＹ操作キー４３の左右向ボタン４３ｃ，４３ｄの
水平方向操作によっておこなわれる。そのために、設定項目パネルＡは、表示部１８の画
面上において水平方向に配列表示している。
【０１４１】
　また、第２のオブジェクト（設定項目パネルＢ）の各設定項目の各条件情報の変更操作
は、ＸＹ操作キー４３の左右向ボタン４３ｃ，４３ｄの水平方向操作によっておこなわれ
、かつ設定項目パネルＢの選択は、ＸＹ操作キー４３の上下向ボタン４３ａ，４３ｂの水
平方向操作によっておこなわれる。そのために、設定項目パネルＢは、表示部１８の画面
上において垂直方向に配列表示している。
【０１４２】
　このように各設定項目を示す設定項目パネルＡ，Ｂを、表示部１８の画面上において効
率的に配列表示するようにしたので、統一された操作体系で項目選択操作や条件変更操作
を容易にかつ効率的におこなうことができる。また、視覚的にも理解しやすいように各設
定項目パネル（オブジェクト）を配列表示されているので、極めて良好な操作性を確保す
ることができる。
【０１４３】
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　また、設定項目の条件情報が初期設定状態から変更されている場合には、モードオブジ
ェクト（設定項目パネルＣ）の表示形態を、初期設定状態とは異なる表示形態（例えば着
色表示や点滅表示等）で、表示するようにしたので、設定条件が初期値から変更されたか
否かを容易に確認することができると共に、誤操作を防止することができる。
【０１４４】
　さらに、撮影済み画像データに付随する撮影条件等の情報データを、表示部１８の表示
画面上に画像とオブジェクト単位で表示させることができようにし、その表示画面上では
、設定項目パネルＡ，Ｂ（オブジェクト）によって設定条件の変更操作をおこなうことが
できるようにしている。そして、変更された条件を含む撮影シーンをシーン選択モードに
おけるマイ撮影シーン（変更シーン選択モード）として一括して登録することができ、ま
た、登録した情報は一括して設定することができるようにしたので、使用者の好みに応じ
た撮影条件のセットを作成することができ、これを任意のときに利用することができる。
したがって、一度登録をおこなっておけば、撮影動作のたびに煩雑な設定操作をおこなう
必要がなくなり、かつ簡単な操作で各種の設定条件を一括して設定することができるので
、使用者は、複雑な設定操作に煩わされず、撮影動作に専念することができるという効果
がある。
【０１４５】
　また、実施形態はプログラムに従ったＣＰＵの制御処理によって実現されるが、つまり
これは上記プログラム自体が上述した実施形態の機能を実現することになり、このプログ
ラム自体が本発明を構成する。
【０１４６】
　そして、これらのプログラムは上述のＥＥＰＲＯＭ以外の記録媒体の形式でもよく、カ
メラに着脱自在な記録媒体に格納されていてもよい。
【０１４７】
　記録媒体としては、フロッピー（登録商標）ディスクや磁気テープ媒体等の磁気記録媒
体，ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ等の光学記録媒体，ＭＤやＭＯ等の光磁気記録媒体，ＩＣカー
ド等の半導体メモリー媒体等を適用できる。そして、このプログラムが記憶した記録媒体
自体も本発明を構成する。
【０１４８】
　また、専用通信ネットワークシステムやインターネット等に接続されたサーバーシステ
ムに設けられるハードディスク媒体やＲＡＭ等の半導体メモリー等の格納装置を記録媒体
として使用し、通信網を介してプログラムをカメラに提供するようにしてもよい。あるい
は、他のアプリケーションソフトウエア等と協働して、上述の実施形態の機能が実現され
る場合にも、かかるプログラムが本発明に含まれることは言うまでもない。
【０１４９】
　なお、本実施形態においては、プログラムをＣＰＵ上で実行することで、上述の機能を
実現するものとしているが、これに限ることはなく、例えばハードウエアによって同様の
機能を実現するようにしてもよい。
【０１５０】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、発明の主旨を逸脱しない範囲内
において種々の変形や応用を実施し得ることが可能であることは勿論である。さらに、上
記実施形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における
適宜な組み合わせによって、種々の発明が抽出され得る。例えば、上記一実施形態に示さ
れる全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明が解決しようとする課題が解
決でき、発明の効果が得られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽
出され得る。
【符号の説明】
【０１５１】
１……カメラ
１０……ＣＰＵ
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１１……撮影レンズ
１２……撮像素子
１３……撮像部
１４……画像処理部
１５……表示処理部
１６……圧縮伸長部
１７……画像バッファーメモリー
１８……表示部
１９……メモリインターフェース（Ｉ／Ｆ）
２０……画像保存メモリー
２１……ＲＯＭ
２２……操作部
４１……シャッターレリースボタン
４２……ＴＷボタン
４３……ＸＹ操作キー
４３ａ……上向ボタン
４３ｂ……上下向ボタン
４３ｃ……左向ボタン
４３ｄ……右向ボタン
４４……決定ボタン
４５……撮影モード選択ダイヤル

【図１】 【図２】
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